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ベストティーチャーに聴く
授業の工夫⑬

共通教育センター
准教授　日髙　佑郁

 授業概要
「英語 IB（Academic Writing）」は、1年生対象の共通教育の必修科目であり、英語によるパラグラフ
やエッセイのライティングに重点を置きつつ、四技能を統合して学ぶ授業です。学生は、ライティング
のプロセスやストラテジー、語彙や表現を学ぶとともに、ピア・フィードバックを通じて協働的に学習を
進めています。

 授業設計
授業は POWER system (Prewriting, Organizing, Writing, Evaluating, Rewriting) に基づき、各ユニッ

トを3回構成で進めています。
（1） インプットと執筆

モデル文や具体例を豊富に提示し、特定のパラグラフ（例：Analysis paragraph）の特徴や表現を学習。
授業内でブレインストーミングや構成作業を行った後、課題としてパラグラフを執筆。学生はAI を活
用して文法・構成・表現のフィードバックを得て、修正版を仕上げます。変更履歴を残すことで、自
身の弱点や新しい表現の習得を可視化しています。

（2） リバイズと相互評価
書き方の復習後、チェックリストを用いてリバイズを行い、ピア・フィードバック活動を実施。特に
構成や優れた表現の共有に重点を置き、最終版を仕上げて提出。ここで教員からのフィードバックも
加わります。

（3） 共有と振り返り
完成したパラグラフをグループで共有し、感想や改善点を話し合う。優れた文章はクラス全体で紹
介し、互いに学び合います。その後、新しいパラグラフ（例：Persuasive paragraph）の学習へと進みます。 
このプロセスを繰り返すことで、学生は「書く・直す・評価する・共有する」というライティングの実
践的サイクルを体験的に学ぶことができます。さらに、ピア・フィードバックや AI の活用を通じて、
多様な表現や語彙に触れる機会を増やしています。

 学習環境づくりと工夫点
ライティング力の育成に加え、学生が安心して自分の考えを表現できる雰囲気づくりを重視していま
す。初対面の学生同士が打ち解けやすいよう、毎回グループを変えて、スピーキング活動やゲーム形
式の活動を取り入れ、信頼関係を築きながら学べるようにしています。また、スライド資料は配色やレ
イアウトに工夫を凝らし、情報を視覚的に捉えやすいデザインを心がけています。授業では説明の明確
さやスピードにも注意を払い、理解しやすい授業展開を目指しています。さらに、授業アンケートでは
良い点と改善点を必ず書いてもらうよう促し、その場で共有することで、授業を常にアップデートして
います。良かった点は次年度に継承し、改善点は可能な限り反映させています。

令和8年度から新カリキュラムが導入されますが、新たな授業科目でも学生の主体的な学びをさらに
促進できる授業づくりを目指していきたいと思います。
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manaba新機能の紹介 「グループ機能」
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高等教育研究開発センター

鹿児島大学では、講義資料の配布やレポートの提出、出席管理などが行える授業支援のためのクラウド型
サービスの学習管理システム（LMS）「manaba（マナバ）」を導入していますが、今回は、2025年度に追加さ
れた「グループ機能」について、紹介します。

グループ機能でできること
・ コースに登録されているメンバーを任意のグループに分ける。
 例：未提出者、期限超過者、専攻、実習班、学年、留年生、再履修、再試験、等。
・ 小テスト・アンケート・レポートの公開範囲を指定したグループのみに設定。
 →公開範囲を、ALL( 従来の公開範囲 )⇔任意のグループ　に変更可。
・ グループニュースを配信。
 →指定したグループのメンバーにのみ、コースニュースと同じ要領でお知らせを配信。
・ プロジェクトのチーム作成時、作成済グループから選択も可。
※ グループの存在や、メンバー、グループ名は学生には公開されません。

グループ作成・編集方法
1. コース内  ボタン押下。

2.  ボタン押下。

3. 「個別選択」or「一括登録」いずれかの方法で、メンバーを選択。
個別選択の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　一括登録の場合　※Excel から ID( 学籍番号 )コピペ可

公開範囲にグループを指定
・ グループニュースを作成

 ボタン押下 →　

・ 小テスト・アンケート・レポートの公開範囲に指定
 公開範囲のボタン押下

  →　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　


